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域
か
ら
優
先
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

こ
の
際
、
既
存
の
民
間
建
物
で
は
、
玄
関
の
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
や
夜
間
の
施
錠
時
の
問
題
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

　

第
二
の
課
題
は
、
津
波
・
水
害
時
の
双
方
を
考
慮
し

た
避
難
計
画
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
現
状
で
は
津
波
対
策
が
加
速
的
に
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
東
京
湾
沿
岸
の
新
た
な
津
波
想
定
区
域
に
は
、

以
前
か
ら
荒
川
・
多
摩
川
な
ど
の
水
害
時
の
浸
水
想
定

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
区
も
多
い
。
洪
水
は
川
の

上
流
か
ら
来
る
の
に
対
し
、
津
波
は
川
の
下
流
（
沿
岸

側
）
か
ら
来
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
高
所
へ
避
難

す
る
点
が
共
通
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
浸
水
高
さ
や
猶

予
時
間
の
違
い
は
あ
る
が
、
下
流
域
の
現
状
を
見
る
と
、

指
定
避
難
場
所
は
津
波
と
水
害
で
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
水
害
リ
ス
ク
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
最
大
ク
ラ
ス
も
考
慮
し
た
津

波
避
難
計
画
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
で
、
水
害
時
の
避

難
場
所
の
拡
充
に
も
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
双
方
の
リ

ス
ク
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
、
住
民
の
津
波
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て

お
り
、
津
波
か
ら
考
え
始
め
る
こ
と
で
、
水
害
時
の
避

難
に
も
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

第
三
の
課
題
は
、
避
難
場
所
と
避
難
所
の
違
い
の
再

認
識
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
場
所
と
避

の
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
を
新
た
に
想
定
し
た
結
果
、
東

京
湾
沿
岸
の
想
定
津
波
高
さ
が
約
二
・
五
㍍
に
ま
で
高

ま
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
各
地
で
津
波
避
難
計

画
の
見
直
し
も
進
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
、
首
都
圏
に

お
け
る
津
波
・
水
害
時
の
避
難
対
策
に
つ
い
て
、
今
後

の
課
題
を
い
く
つ
か
述
べ
た
い
。

　

第
一
の
課
題
は
、
優
先
順
位
を
考
慮
し
た
民
間
建
物

の
活
用
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
水
害
時
の
避
難
場
所
に

は
、
小
中
学
校
や
公
的
建
物
の
三
階
以
上
が
指
定
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
首
都
圏
で
は
、
中
高
層
建
物
が
多

い
た
め
、
小
中
学
校
や
公
的
建
物
が
遠
い
場
合
や
こ
れ

ら
の
床
面
積
で
は
収
容
力
が
足
り
な
い
場
合
は
、
民
間

難
所
を
勘
違
い
し
た
こ
と
に
よ
る
犠
牲
者
が
多
数
存
在

し
た
。
避
難
所
は
、
自
宅
を
喪
失
し
た
際
に
避
難
生
活

を
送
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
小
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
が

用
い
ら
れ
る
。
一
方
、
避
難
場
所
は
、
災
害
時
に
身
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

地
震
災
害
に
対
し
て
も
避
難
場
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

東
京
都
で
は
、
関
東
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
一
時
避
難

場
所
へ
の
避
難
後
に
更
な
る
大
規
模
火
災
の
危
険
性
が

あ
る
場
合
、
更
に
広
域
避
難
場
所
に
避
難
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
。
広
域
避
難
場
所
に
は
、
河
川
敷
や
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
、
広
い
空
地
を
有
す
る
場
所
が
指

定
さ
れ
て
い
る
。
住
民
に
と
っ
て
は
避
難
場
所
や
避
難

所
の
定
義
は
わ
か
り
づ
ら
く
、
混
同
す
る
危
険
性
が
高

い
。
特
に
、
震
災
時
の
避
難
場
所
に
は
河
川
敷
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
水
害
・
津
波
時
の

避
難
場
所
で
は
な
い
た
め
、
わ
か
り
づ
ら
い
。
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
場
所
を
混
同
し

て
し
ま
う
犠
牲
者
が
出
な
い
よ
う
に
、
避
難
場
所
と
避

難
所
の
違
い
を
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
四
の
課
題
は
、
津
波
避
難
場
所
・
避
難
ビ
ル
へ
の

標
識
の
改
善
で
あ
る
。
首
都
圏
の
特
徴
は
、
新
た
に
そ

の
地
域
を
訪
れ
て
い
る
滞
留
者
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
滞
留
者
は
、
避
難
先
に
関
す
る
知
識
が
全
く

な
い
。
滞
留
者
も
的
確
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
避
難

場
所
や
避
難
ビ
ル
を
示
す
標
識
を
大
幅
に
拡
充
す
る
必

建
物
の
積
極
的
な
活
用
が
効
果
的
で
あ
る
。
東
京
都
江

東
区
で
は
、
区
内
の
い
く
つ
か
の
企
業
や
集
合
住
宅
管

理
組
合
と
「
津
波
等
の
水
害
時
に
建
物
を
一
時
避
難
施

設
と
し
て
提
供
す
る
協
定
」
を
結
び
、
避
難
場
所
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
民

間
建
物
の
積
極
的
な
活
用
例
と
し
て
評
価
す
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
筆
者
が
、
江
東
区
周
辺
地
域
に
お
け
る

大
規
模
水
害
時
の
避
難
場
所
の
収
容
力
を
分
析
し
た
結

果
、
区
内
に
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
と
比
べ
て
、
よ
り
一

層
避
難
場
所
が
不
足
し
て
い
る
地
域
も
存
在
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
民
間
建
物
の
活
用
に
際
し
て
は
、
収
容

力
の
不
足
度
合
い
を
評
価
し
、
よ
り
問
題
が
深
刻
な
地

要
が
あ
る
。
現
在
、
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
避
難
場
所

へ
の
標
識
が
な
く
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
い

て
も
、
多
種
多
様
な
標
識
が
存
在
し
た
。
災
害
別
の
避

難
場
所
や
避
難
場
所
ま
で
の
距
離
な
ど
が
一
目
で
わ
か

る
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
標
識
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

外
国
人
や
子
供
も
含
め
て
、
様
々
な
属
性
の
人
々
が
こ

れ
ら
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
が
必

要
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
第
五
の
課
題
と
し
て
、
隣
接
す
る
自
治
体

の
連
携
を
挙
げ
た
い
。
東
京
都
に
お
け
る
津
波
・
水
害

時
の
避
難
は
、
各
区
に
留
ま
ら
な
い
し
、
都
境
を
超
え

た
隣
接
県
へ
の
避
難
も
あ
り
え
る
。
特
に
、
荒
川
水
系

で
想
定
さ
れ
て
い
る
水
害
で
は
、
上
流
部
で
の
大
雨
の

後
、
下
流
部
が
洪
水
と
な
る
ま
で
に
、
約
半
日
か
ら
一

日
の
時
間
差
が
生
じ
る
。
水
害
時
の
こ
の
よ
う
な
時
間

差
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク
で
の
大
洪
水
で
も

現
実
の
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
よ
り

遠
く
ま
で
避
難
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
荒
川
・
隅

田
川
に
挟
ま
れ
た
江
東
デ
ル
タ
地
帯
の
場
合
、
当
該
地

帯
か
ら
出
る
「
広
域
避
難
」
が
最
も
安
全
と
な
る
。
広

域
避
難
に
際
し
て
は
、
避
難
勧
告
の
伝
達
、
輸
送
手
段

や
車
の
渋
滞
の
問
題
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
区
同
士
、
都
と
県
な
ど
、
隣
接
す

る
地
域
自
治
体
同
士
が
連
携
し
て
、
よ
り
現
実
的
な
避

難
計
画
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
中
央
防
災
会
議
の
「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対
策
に
関

す
る
専
門
調
査
会
」
は
、「
防
波
堤
な
ど
の
海
岸
保
全
施

設
等
の
建
設
を
行
う
上
で
想
定
す
る
津
波
」
と
「
住
民

避
難
を
柱
と
し
た
総
合
的
防
災
対
策
を
構
築
す
る
上
で

想
定
す
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」
と
い
う
二
つ
の
レ
ベ

ル
の
津
波
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し

た
。
こ
の
見
解
を
踏
ま
え
、
首
都
圏
の
自
治
体
に
お
い

て
も
「
最
大
ク
ラ
ス
」
の
津
波
想
定
が
新
た
に
行
わ
れ
、

想
定
津
波
高
さ
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

東
京
都
が
二
〇
一
二
年
四
月
に
公
表
し
た
新
し
い
想
定

で
は
、
一
七
〇
三
年
の
元
禄
関
東
地
震
（
Ｍ
８
・
２
）
型
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